
　授業では、一人ひとり、その子に合わせて教えることを心
掛けています。「good!」「nice!」と声を掛け、隣で応援し
ながら、自分のペースで成長していくのを見守っています。
2020 年の東京オリンピックが近いので、怖がらずに駅や道
で困っている外国人を案内したりできるようになってほしい
ですね。

　英語の授業はとても楽しいです。発音
が少し難しいけど、困ったときは ALT の 
ゲイブ先生が分かりやすく繰り返し教え

てくれます。ほかにも、イラストを使ったりゲームをした
りして、楽しみながら英語を覚えています。誕生日や好き
なことなど、自己紹介ができるようになってうれしかった
ので、これからもっと勉強したいです。

　東京2020オリンピック聖火リレーのルートが決定し、市内行田公園か
ら保健福祉センター周辺が選定されました。ランナーが駆け抜けるのは
来年7月4日㈯。前回の東京1964オリンピックに続き、56年ぶりとなり
ます。前回の模様などは、今後の「広報ふなばし」で特集していきます。

東京2020のオリンピック聖火が
船橋を駆け抜ける

子どもたちの成長が何よりうれしい 分かりやすくて楽しい授業

ゲイブ・マクネアさん（船橋小学校 ALT）
船橋小学校児童記者 原

はら

嶌
しま

麻衣さん

　市では、本場の英語に触れ、子どもたちに生きた英語を学
んでもらおうと、35年前から全国でも有数の英語教育に取
り組んでいます。「聞く」「話す」を中心とした授業を小学1年
生から行い、世界で活躍できる人材を育てています。2面で
は、楽しく学ぶ英語の授業風景と市の取り組みを詳しくお知
らせします。

リズムに乗って歌って踊り、自己紹介や天気などの英語に親しむ子どもたち。授業計画を
立てるJC（Japanese Coordinator of English：日本人英語指導コーディネーター）は、
日々新しい歌やゲームを取り入れ、楽しく盛り上がる授業を心掛けています （船橋小学校）

※ALT…Assistant Language Teacher（外国語指導助手）

学校で学ぼう楽しい英語

2面 新機器で3歳児の眼の異常をキャッチ
3面 必ず「電話de詐欺」の対策を
4面「市文学賞」の作品を募集します

4〜7面 情報ひろば
8面 ふぉっとニュース「ホタル観賞会」
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の
デ
ー
タ （令和元年5月1日現在）※増減は前月比

世帯　 289,610（1,513増）
面積　 85.62㎢

人口　 638,316人（1,580人増）
　男　 317,866人
　女　 320,450人
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　各分野で活躍するさまざまな人· 団体と、良質な産品、歴史や文化、イベントなど、活気
あふれる船橋の魅力をご紹介します船橋の魅力発信！

　5月23日、市内で発掘された
土器を使った美術の授業が、高
根台中学校で行われました。
　授業では飛ノ台史跡公園博物館 
の職員による解説の後、形や文
様を捉えながら土器をスケッチ。
縄だけでなく棒や竹などでも文
様を付けていたことや、時期に
よってさまざまな特徴があるこ
となどの説明を聞き、生徒たちは真剣に土器を眺めていました。参加した
利根 華純さん（1年）は「一つ一つ模様が違っていて技術がすごいと感じた。
絵で表現するのが難しかった」と話してくれました。

　運動公園の「ホタルの里」では、
5月28日 か ら6月2日 ま で 無
料開放が行われ、期間中に延べ
4936人が訪れました。このイ
ベントは、市民の皆さんに身近
な場所で自然に親しんでもらお
うと昭和60年から始まったもの
で、今回で35回目です。
　会場は子どもからお年寄りま
でたくさんの人で賑わい、今回初めて飼育ハウス内を観賞ルートとしたこ
とで、「こんなに近くで見たのは初めて」と、目の前で淡く光りながら飛び
交うホタルに感激した声が多数上がりました。

博物館の縄文土器を使った特別授業

幻想的な光の乱舞に歓声

写真がとらえた
ホットな話題

フォト

ふぉっとニュース

　授業が始まった途端、ALTの質問にすらすらと英語で答
える、1・2面の船橋小の子どもたち。自己紹介文を考える時
間では、自分の好きなものや得意なことを考え、教科書に 
載っていない単語も積極的に質問していました。自分の小学 
生時代を顧みると、恥ずかしいやら、うらやましいやら……。
子どもたちには、英語を自由自在に使いこなして、広い世界
でたくさんの出会いを経験してほしいですね。

自分の言葉を
世界に伝える力

　船橋市は千葉ロッテマリーンズとスポーツを通じた地域振
興・地域貢献に関する「フレンドシップ協定」を締結していま
す。市内在住・在勤・在学の人を対象に無料招待を行います。
ぜひ球場でマリーンズを応援しよう。

〈日時〉７月10日㈬午後6時15分～／北海道日本ハムファイターズ戦　〈会
場〉ZOZOマリンスタジアム（千葉市）　〈チケット内容〉内野席　〈対象〉
市内在住・在勤・在学の人　〈定員〉100組200人（多数は抽 
選）　〈申込み〉6月17日㈪午前10時～23日㈰午後10時に、
特別招待サイト（http://www.cnplayguide.com/marines/
funabashi/）で申し込み※当選者には6月28日㈮にメール
で通知　〈問合せ〉マリーンズインフォメーションセンター 
☎03-5682-6341

無料でご招待
マリーンズの試合を見に行こう

▲�このコードか
ら同サイトへ
進めます

　長年支持されている商品や優れたサービス、こだわり
を持つお店のデザインなど、「商品・サービス部門」「店舗
デザイン部門」の2つの部門でそれぞれグランプリと準グ
ランプリを決定します。受賞店は、J:COMでのCM放送
や船橋駅前連絡通路のデジタルサイネージで紹介します。

〈対象〉大型店・チェーン店を除く市内で3年以上営業しているお店※詳し
くはお問い合わせください　〈申込み〉8月23日㈮（必着）までに専用ホーム
ページ（https://funabashi-omise-grandprix.com/）、または応募申込書を持
参か郵送で、船橋商工会議所（〒273-8511本町1-10-10☎435-8211）へ
※応募申込書等は市ホームページで取り出せるほか、同会議所でも配布して
います
▪市民の皆さんのおすすめのお店を商
工会議所へご紹介ください。同会議所
からお店に声をお掛けします。

個性的で魅力あるお店、待ってます
「ふなばしお店グランプリ」を開催

問商工振興課☎436-2472

▶︎�このコードから見られます

過去の受賞店を市ホーム
ページに掲載しています。

　船橋産の旬な野菜や魚介類などが勢ぞろい！ 新鮮野菜の販売
のほか、市内飲食店による地元食材を使った創作料理の出店も行
いますので、皆さんご来場ください。
〈日時〉6月22日㈯午前9時～11時　〈会場〉船橋大神宮（宮本5） 
〈販売品目〉〇小松菜な
どの野菜類 〇ホンビノ
ス貝などの魚介類 〇和
菓子・佃煮などの加工品 
○船橋産の野菜を使った
ピザ・焼きそばなどの飲
食物

問ふなばし観光・ブランド創造室☎436-2473

ふなばし朝市
船橋の「おいしい」が大集合

6/22
㈯

▲今回は今が旬の枝豆やニンジンも販売します

小学生バスケットボールクリニック
7/6㈯ ジェッツのコーチがチェック！

　Bリーグで準優勝し、天皇杯では3
連覇を達成した千葉ジェッツふなばし
が小学生対象のバスケットボール教室
を開催します。バスケットボールの技
術を見てもらい、指導を受けられるチャ
ンスです。楽しみながら基礎を学べる
この教室にご参加ください。
〈日時〉7月6日㈯午前9時30分～正午 
〈会場〉青少年会館　〈対象〉小学4～6 
年生　〈定員〉先着50人　〈費用〉100円　〈申込み〉事前に同館☎434-5891 
へ※㈪休

�▲パスやシュートなどの基本のほか、
　ゲーム形式の練習も行います

　
　　　

マレーシアと船橋をつなぐ
学校給食

子ども記者通信

若松中2年  永金愛
あ い

麗
り

さん

　4月23日にマレーシア教育省
の代表団が学校給食を視察するた
め、若松中学校を訪問しました。
マレーシアには「食育」という考え
方がないため、子どもたちの栄養
が偏り、肥満率の増加や生活習慣
病が国の大きな課題となっていま
す。そこで、日本の給食を参考に
したいと、視察が実現しました。
　当日は、日本の給食の歴史や、

メニューが選択制であるという船橋の中学校給食について生徒会長が説明
し、代表団の皆さんは熱心に聞いていました。その後、食事の様子を見学し、
その印象を聞くと、「綺麗な環境の中でバランスの取れたおいしい給食を食
べられて、とても幸せなこと」と話しました。
　今回私は、栄養士さんが作る給食のおかげで身体や心の健康を育めるこ
とを改めて実感しました。いつか学校給食がマレーシアと船橋の架け橋と
なり、マレーシアの子どもたちが笑顔で給食を食べられる日が来たらうれ
しいです。

▲熱心に説明を聞く代表団


